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女
庭
訓
往
来
を
読
む
（
２
） 

解
説 

 

一
．
江
戸
時
代
の
女
子
教
育
に
つ
い
て 

江
戸
時
代
に
は
、
集
権
的
な
封
建
体
制
の
も
と
で
家
族
制
度
の
存
続
・
強
化
が
は
か
ら
れ
、
女
子
教
育
は
、
主
婦
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
を
そ
の
精
神
的
な
基
盤
と
し
て
教
え
こ
む
こ
と
を
目
標
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
ま
で
は
重
ん

じ
ら
れ
て
い
た
教
養
や
身
だ
し
な
み
等
よ
り
も
、
ひ
た
す
ら
実
生
活
に
対
す
る
心
が
ま
え
を
道
徳
的
な
も
の
に
求
め
た
。 

 

・
女
子
用
往
来 

女
子
教
育
の
た
め
の
学
習
書
。 

近
世
か
ら
近
代
初
期
に
か
け
て
一
〇
〇
〇
～
一
五
〇
〇
種
類
に
わ
た
り
普
及
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
教
訓
型
・
消
息

型
・
社
会
型
・
知
育
型
の
四
種
類
に
分
か
れ
、
習
字
や
作
文
、
ま
た
こ
れ
を
通
し
て
社
会
上
の
礼
儀
様
式
を
教
え
よ
う
と
し
た

も
の
が
消
息
型
で
、「
女
庭
訓
往
来
」
は
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

○
「
女
庭
訓
往
来
」 

「
此
の
書
は
庭
訓
往
来
に
な
ぞ
ら
え
て
作
り
し
者
な
り
。
庭
訓
往
来
は
家
庭
の
訓
誨
と
な
る
べ
き
事
柄
を
贈
答
の
書
簡
文
体

に
記
し
し
も
の
な
れ
ば
、
此
の
書
も
女
子
の
心
得
べ
き
事
ど
も
を
書
簡
文
の
体
に
も
の
し
た
る
な
り
。
庭
の
訓
と
は
、
孔
子
の

御
子
伯
魚
趨
り
て
庭
を
過
ぎ
給
え
る
時
に
、
教
訓
の
あ
り
し
故
事
に
よ
り
た
る
な
り
。」 

（
梅
沢
精
一
編
『
武
家
時
代
女
学
叢
書
』（
明
治
38
年
～
39
年
刊
）
解
題
か
ら
引
用
） 

 

二
．
史
料
の
読
解 

 

史
料
「
女
庭
訓
往
来
倭
文
鑑
」 

神
無
月
（
返
信
） 

 

〔
奥
貫
家
文
書
三
二
七
一
〕 

 

★
最
初
に
史
料
を
最
後
ま
で
ざ
っ
と
見
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

【
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
】 

「
合
字
」 

数
個
の
か
な
を
続
け
て
書
い
た
文
字 

か
な
を
合
わ
せ
た
造
形
文
字 

◎
か
な
文
字
を
主
体
と
し
た
「
女
筆
」（
女
流
の
筆
法
）
の
特
徴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
こ
と
」 

   

「
よ
り
」 

 

   

平
仮
名
の
「
こ
」
と
「
と
」
の
合
字 

平
仮
名
の
「
よ
」
と
「
り
」
の
合
字 
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「
ま
い
ら
せ
そ
う
ろ
う
」 

     

万
為
良
世
候 

 

・
女
子
の
手
紙
文
に
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
た
丁
寧
語
「
～
ま
す
。
～
ご
ざ
い
ま
す
。」 

 

「
ま
い
る
」 

    

・
女
性
の
手
紙
に
添
え
る
脇
付
。
相
手
に
敬
意
を
表
す
る
。 

ま
い
る
＋
候
＝
ま
い
ら
せ
そ
う
ろ
う 

  

【
用
語
】
＊
特
に
記
載
が
無
い
も
の
は
『
広
辞
苑
』
（
岩
波
書
店
）
か
ら
の
引
用 

猪
子
の
御
祝
：「
亥
の
子
の
祝
」
旧
暦
一
〇
月
上
の
亥
の
日
亥
の
刻
に
亥
の
子
餅
を
食
う
祝
儀
。
万
病
を
除
く
ま
じ
な
い
と
も
、 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ま
た
猪
は
多
産
で
あ
る
か
ら
子
孫
繁
昌
を
祝
う
た
め
と
も
い
う
。
い
の
こ
も
ち
の
祝
。
玄
猪
。
厳
重
。 

う
ち
：
「
内
」
内
裏
。
宮
中
。
ま
た
、
天
皇
。 

内
裏
（
だ
い
り
）：
天
皇
の
住
居
と
し
て
の
御
殿
。
御
所
。
皇
居
。
禁
裏
。
禁
中
。 

一
入
（
ひ
と
し
お
）：
ひ
と
き
わ
。
一
層
。
一
段
。 

質
朴
（
し
つ
ぼ
く
）：
か
ざ
り
け
な
く
律
儀
な
こ
と
。
純
朴
。 

末
の
世
：
道
徳
す
た
れ
て
人
情
の
浮
薄
と
な
っ
た
世
。
ま
っ
せ
。 

本
：
物
事
の
主
要
な
部
分
。
根
幹
。
基
礎
。
も
と
い
。 

姑
：
夫
ま
た
は
妻
の
母
。 

嗜
む
（
た
し
な
む
）：
①
常
に
心
が
け
る
。
常
に
用
意
す
る
。
②
心
を
つ
け
て
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
す
る
。 

譏
る
・
謗
る
（
そ
し
る
）：
悪
し
ざ
ま
に
い
う
。
わ
る
く
い
う
。
非
難
す
る
。
け
な
す
。 

心
ば
せ
：
心
の
向
か
う
と
こ
ろ
。
心
ば
え
。
心
だ
て
。 

正
路
：
①
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
正
し
い
み
ち
。
正
道
。
②
正
直
な
行
い
。 

義
：
①
道
理
。
条
理
。
物
事
の
理
に
か
な
っ
た
こ
と
。
人
間
の
行
う
べ
き
す
じ
み
ち
。
②
利
害
を
す
て
て
条
理
に
し
た
が
い
、

人
道
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
。 

品
：
人
・
物
の
品
格
。
品
質
。 

神
無
月
（
か
み
な
ず
｟
づ
｠
き
）：（
八
百
万
の
神
々
が
、
こ
の
月
に
出
雲
の
大
社
に
集
ま
る
故
と
も
、
ま
た
、
雷
の
な
い
月
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
               

 
 

意
と
も
、
新
穀
に
よ
り
酒
を
か
も
す
醸
成
月
（
か
み
な
し
づ
き
）
の
意
と
も
、
神
の
月
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
と
も
い
わ
れ
る
）
旧
暦
一
〇
月
の
異
称
。
か
み
な
し
づ
き
。
か
ん
な
づ
き
。
神
去
（
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
さ
り
）
月
。 
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少
将
尼
：
「
少
将
」：
古
代
、
左
右
近
衛
府
の
次
官
で
、
中
将
の
次
位
に
あ
る
も
の
。 

 
 
 

 

「
尼
」：
出
家
し
て
仏
門
に
入
っ
た
女
。
あ
ま
ほ
う
し
。
女
僧
。
比
丘
尼
（
び
く
に
）。 

せ
ん
じ
の
局
：「
宣
旨
」：
①
天
皇
の
命
を
伝
え
る
公
文
書
。
詔
勅
が
表
向
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
内
輪
の
も
の
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

②
天
皇
の
口
勅
を
蔵
人
に
伝
え
た
女
房
。
転
じ
て
、
宮
中
の
女
房
。
後
に
女
官
の
称
。 

 
 
 
 
 

 

「
局
」（
つ
ぼ
ね
）：（「
つ
ぼ
ね
た
る
所
」
の
意
）
①
殿
舎
の
中
で
、
し
き
り
を
隔
て
て
設
け
た
部
屋
。
曹
司
（
ぞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
                   

う
し
）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
          

 
 
 
 

 

②
局
を
も
っ
て
い
る
女
官
。 

 

三
．
奥
貫
家
文
書
に
つ
い
て 

（
一
）
奥
貫
家 

奥
貫
家
霊
簿
に
よ
れ
ば
、
先
祖
は
荻
野
氏
と
い
い
小
田
原
北
条
氏
に
属
し
た
が
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
北
条
氏
滅
亡

の
際
に
討
死
し
、
久
下
戸
村
に
移
住
し
た
女
子
が
奥
貫
家
か
ら
聟
を
迎
え
奥
貫
姓
に
改
め
た
の
が
初
代
だ
と
い
う
。 

当
主
は
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
幕
末
ま
で
代
々
入
間
郡
久
下
戸
村
（
現
・
川
越
市
）
の
名
主
役
を
務
め
て
い
る
。
第
五
代
正
卿

（
友
山
）
が
明
和
期
に
寺
子
屋
共
存
の
漢
学
塾
を
開
業
し
た
。
九
代
正
孝
が
再
開
し
、
十
代
正
康
が
明
治
初
期
ま
で
開
業
し
て

い
た
。 

 

奥
貫
友
山
：
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
生
ま
れ
。
幼
名
小
平
太
、
諱
（
い
み
な
）
を
正
卿
、
通
称
五
平
治
、
号
を
友
山
と
言
っ

た
。
幼
時
に
は
午
山
不
老
和
尚
に
就
い
て
学
び
、
長
じ
て
江
戸
に
出
て
幕
府
の
儒
官
成
島
道
筑
（
錦
江
）
を
師
と
し
て
学
ん
だ
。

学
問
を
修
め
た
後
、
帰
郷
、
名
主
と
し
て
村
政
に
つ
く
し
、
ま
た
寺
子
屋
を
開
き
近
隣
の
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ
た
が
、
師
道

筑
を
は
じ
め
、
学
者
・
文
人
と
の
交
流
が
書
状
等
か
ら
う
か
が
え
る
。 

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
大
水
害
の
際
に
は
家
財
を
投
げ
打
っ
て
救
済
活
動
を
行
っ
た
。 

川
越
市
久
下
戸
に
あ
る
墓
は
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
二
）
奥
貫
家
文
書 

大
き
く
四
つ
の
文
書
群
で
構
成
さ
れ
る
。
第
一
は
、
久
下
戸
村
上
組
の
名
主
文
書
群
で
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
検
地
帳
な

ど
土
地
関
係
、
年
貢
関
係
、
村
政
関
係
が
多
い
。
第
二
は
、
奥
貫
家
の
家
文
書
群
で
、
穀
物
売
買
・
質
地
証
文
な
ど
商
業
関
係

や
証
文
類
が
中
心
で
あ
る
。
第
三
は
、
奥
貫
友
山
の
個
人
文
書
群
で
、
著
作
・
書
簡
・
諸
記
録
類
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
第
四

は
、
寺
子
屋
と
漢
学
塾
を
開
い
て
い
た
奥
貫
家
の
典
籍
群
で
、
和
書
は
文
学
・
歴
史
関
係
、
漢
籍
は
四
書
五
経
が
多
い
。 

 


